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The Application oi VTR Analysis in Work Measurement. 
Part 2 
Ichibei KUDO. Tatsuo SUZUKI. 
This paper describes in the operation analysis of line fiow production by belt conveyer 
at an electric switchs company. 
This article il1ustrates the introducing process and after effect of application of VTR 






































-ビデオコーダ← PV-12OU 1 I 
-ビデオモニター PVM-39 2 
-ビデオカメラ PVC-I01 2 
-教育用ビデオカメラ 1 
-カメラコントローJレ 2 
-ズームレンズ TV-16S 2 
-ビューフ 7インダー PVM-I05A 2 
-ズームレンズ用リモ司トコ 2 
ントロールボックス
. 'J.モー トコントロ←Jレボブ PVR-120 1 
クス
-マイクロホン 1 I 
-カメラスイチャー CMS-80P 1 
-ビデオ・サンプリングタイ UST-301 1 
マー
-ディジタ Jレタイマ[ 1 
-テやイジタ Jレカウンター 1 
















c. 予備調査と同じく. VTR による等間隔ワ←ク・
ぢ次
サンプ 1)グ子j去を応用した












































































































|ィ: トイレ，水のみ等の生理的理由による IB， I 離 111離席 1 ~'I 
l ロ i材料・部品工具等の入手による離席 1 B2 
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表3 第 1回目 月曜日の測定分析データ
函 (t)!if戸?平J丙玩両而1正;τ正h|防w吋 W叩一雨両市|函戸:一::1F:7戸?戸?而再而i雨い雨:lw=S叫|防W…w州雨F刊元副l 
:1干V[煙!イ1| lff正(:「一¥1±[仕T引:一[「f匠山D5アr[卜「市¥1Eli2r引と己卜1[¥:一D5 D5土l日E1lLl同三乙川(t12生lLJl空件巳r日f工十主[U巳川
l L 
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l-rl出7i:lUE出?l:iγlλ壬iネ
A 2 I 15 I 16 I 10 I 23 I 27 I 11 
A. I 6 I 6 3 I 3 I 10 I 3 
9 I 22 1 134 I 21.3 7.45 









































C1 I a I < I ~ I ~ I ~ I < I s 
C 2 I 6 I 11 I 26 I 53 I 42 I 32 I 14 I 3 
C. I 4 I 2 I 4 I 6 I 4 I 6 I 2 
c. I 1 5 I 6 I 10 3 
4 1 286 I 53.2 I 15.9 
187 I 34.8 I 10.3 
1 5.9 1.77 2 1 32 
8 6.1 1.86 33 
E壬lf中山!11J:l1
7 十三三面下三


























表5 中断・離席・談話の月~土までの時間帯分布の集計データロごZL11;J土計 Aに-J7JZJ-木:」計 1
8: 05 ~ 8: /;64 5一日ピ7 5凶 3 3 0 5 2 41川仁314 8 4 10 1竺
~ 9: 5512 14 18 18 7 18 1 86 1 4 45 9 23 27 113 23 11 153 16 I 81
1o : OO~ふL3411171716195 8ど 12113817111 9919156
11 : 00 ~ 11: 56 1 7 8 10 12 9 24170 113 7 6 4 63 I 39 112 78 7 12 171 63 
12 : 40 ~ 13 :し 13 19 10 1q竺里山一 8710 3 2 1 34 1 8 5 13 17竺竺川
13 : 45 ~ 14 : 46 111 10 10 21 16 18 1 86113 18 21 14 1415195110414 8 2o 16172 
C空=-1-~50l 8 11工 ιE1E1166 I 35111九 14 5旦王子
1 15:55 ~ 16 : 415914 29 16 20 Iω1 7 9 53 3 5132 I 9 8 65 9 16153 
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一---作業者
図3 中断・離席・談話の相関
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後の9:00-9 : 56頃から中断が増加し， 10: OO~ 
10 : 56と逐次増加する. 11: 00-11 : 56の昼の休
態時間前は中断が下降する. この理由は後少しの
時間で昼の休憩という期待感から作業の中断が減
少するものと思われる. 15: 00-15 : 50頃，中断












b. 時間帝別離席(図 8)tl: 10 
/Aて-4¥¥y/
ぜ 火
8 : 05 9:0010:0011:0012:4013:4515:0015:55 





8 : 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 






8: 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 










~11 : 00すぎの間が最高となり， 12 
























8: 05 9 : 00 10: .0 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 見ていいと思われる
I I I I I I I 
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 2.木~土曜日に|匂うに従い，グラフの
推移の格差も激しくなり. 土曜日
一ー+時間帯
は， 8 ・ 00~8 : 56頃から， j二昇しは
/ムてへ
じめ，午前中は 9: 00・10: 56がピ
ークにて，昼の休憩前に多少減少し
12 : 40~13 : 41頃急ヒ界し，他の曜
数 ~I シー)(~ kー 」主主 日の推移lと比べると一段と作業者向志のおしゃべりが多いことを意味し
8: 05 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 ている.しかも， 13: 45~15 ・ 50 t乙I I I I I I I 






数 ~tτコ~た〆 h ミミ土金 どの作業態度変容と考えられる.
8 : 05 9 : 00 10・00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 3.平均の推移からして，中断・離席同
I I I I I I I 原 9: 00~10 : 56. 12: 40~14 : 46 


















































数10ト vグ/ ¥、 /~ メ"---=ごご 月 6 各作業者が現場担当者の指導のもと
グく l乙適性な職場配置が考えられ，又，。 自分の能力を知ることにより，技術
8 : 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 -能力の向上が考えられ，これが生
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 産量のt菌加につながる.







童文 71く 8. 現場内の作業環境，労働条件等の外/十三。
8: 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13.: 45 15: 00 15: 5 
面的要因にも機能を省すことができ
る.
8 : 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 






数 10ト ロラ/ 、\可事~ゴ_'0"/ '&"ーム守主均 単調労働者の作業者意識について論述し
てきたが，まず企業経営者がこの単調労
8 : 00 9 : 00 10: 00 11: 00 12: 40 13: 45 15: 00 15: 55 
働の問題点と重要性をはっきり認識する
ことが大切であり.労使の納得の行く，
8: 56 9 : 56 10: 56 11: 56 13: 41 14: 46 15: 50 16: 41 
労働条件，作業環境の向上という課題のー+時 問 1庁全オfト
図9 談話の時間帯分布
し，各作業者の性格，作業者の体の調子具合，人間
関係，態度，行動，疲労度の問題，作業の熟練度な
ど，作業者の内面的要因を調査することにより，詳
細な各作業者の調査カードを作り，班長等の現場管
理者が調査カードを見ることにより，各作業者の工
程の分割，編成問題の資料とする.
3. ピッチタイム決定のための余裕時間，付随時間，準
備時間等の基礎資料となり得る
各作業者の作業時間の経過に従い，どのような作
業行動を取るか j単調感，倦怠感，疲労感，飽和感
がどのような行動となって現われるか等の資料を作
ることにより，ピッチタイム決定の資料となる.
4.現場作業者にもモラーJレ向上の為にも生産編成計画
に進んで参加させることにより，高い職場意識を持
たせることが必要であり. VTRの録画を見せるこ
とにより，作業者にディスカシヲンさせ，生産意欲
を高めることができる.
5， VTR分析から得た資料は勤務評価の対象となり得
解決なくして，単調労働の問題は今後と
も根の深い社会問題とえfるであろう 又，情報化時代へ
の移行は反面，人間の精神的革命への移行でもあるわけ
であり，旧態以前とした考え方では企業経営を乗切るこ
とは，きわめて困難となり，企業は多角的に生産効率化
への解明を推進して行くことが重要で、ある.ここで，今
度，企業における従業員とはどうあるべきか.考える
必要がある.
又，企業の生産効率化の道が作業者を受身の人間，機
械人間としてではなく，一人の人間として，直接的に企
業に結び、つけてこそ，はじめて単調労働の問題も解決す
るものと考える.本研究も今後，単調労働lこ於ける問題
点の解明を短期間の調査でなく，長期的に究明したいと
思っている.
終りに本研究lこ対して，研究の場を提供して，頂いて
いる日東工業株式会社と日頃御援助をいただいている丹
村郁郎氏に深く感謝申上げる.
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